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鶴
　
成
　
久
　
章

は
じ
め
に

朱
熹
と
陸
九
淵
に
縁
の
あ
る
白
鹿
洞
書
院
は
、
中
国
の
書
院
史
上
と
り
わ
け
著
名
な
書
院
の
一
つ
で
あ
る
。
王
守
仁
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
、

字
は
伯
安
、
号
は
陽
明
、
浙
江
餘
姚
の
人
、
弘
治
十
二
年
進
士
）
も
こ
の
講
学
の
旧
跡
に
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
王
守
仁
は
、

寧
王
朱
宸
濠
の
叛
乱
を
制
圧
し
、
自
己
の
定
論
「
致
良
知
」
説
を
確
立
し
て
間
も
無
い
時
期
に
、
こ
の
白
鹿
洞
書
院
に
門
人
を
集
め
て
講
学
会

を
開
き
、「
大
学
古
本
序
」
は
じ
め
四
篇
の
文
章
を
石
刻
と
し
て
遺
し
て
い
る

（
１
）
。
但
し
、
こ
の
記
念
す
べ
き
講
学
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
正
徳

十
六
年
（
一
五
二
一
）
五
月
で
あ
り
、
王
畿
（
一
四
九
八
～
一
五
八
三
、
字
は
汝
中
、
号
は
龍
渓
、
浙
江
山
陰
の
人
、
嘉
靖
十
一
年
進
士
）
は
ま
だ
王
守
仁

に
弟
子
入
り
し
て
お
ら
ず
、
も
と
よ
り
そ
の
場
に
は
い
な
か
っ
た
。

王
畿
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
何
度 

白
鹿
洞
書
院
を
訪
れ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五
六
五
）
夏
の
訪
問
に
つ
い
て
は

少
な
か
ら
ぬ
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
王
畿
は
江
西
の
吉
安
か
ら
贛
江
を
下
り
、
豊
城
を
通
っ
て
南
昌
に
立
ち
寄
り
、
南
昌
か
ら
鄱

王
畿
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
に
つ
い
て
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陽
湖
を
渡
っ
て
南
康
府
の
星
子
県
に
行
っ
て
い
る
。
王
畿
が
通
過
し
た
贛
江
流
域
一
帯
は
、
先
師
王
守
仁
、
及
び
そ
の
門
下
の
人
々
に
と
っ
て

馴
染
の
土
地
で
あ
り
、
旅
の
途
上
、
王
畿
の
胸
中
に
は
様
々
な
思
い
が
去
来
し
た
は
ず
で
あ
る
。

一
、
明
代
の
白
鹿
洞
書
院
に
つ
い
て

　

明
代
の
書
院
講
学
活
動
の
史
的
展
開
に
お
い
て
、
白
鹿
洞
書
院
は
そ
の
主
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
明
代
を
通
じ
て
白
鹿
洞
書

院
は
興
廃
を
繰
り
返
し
た
が
、
荒
れ
て
い
る
時
期
が
多
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
各
種
『
白
鹿
洞
書
院
志

（
２
）

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
多
数
の
「
重

修
書
院
記
」
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
の
「
重
修
書
院
記
」
に
共
通
す
る
重
修
に
至
る
ま
で
の
経
緯
の
説
明
は
こ
う
で

あ
る
。
ま
ず
、
あ
る
人
物
が
地
方
官
と
し
て
江
西
に
赴
任
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
長
年
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
白
鹿
洞
書
院
に
足
を
運

ぶ
。
行
っ
て
み
る
と
、
あ
ま
り
の
荒
廃
振
り
に
心
を
痛
め
て
嘆
く
。
そ
こ
で
、
伝
統
あ
る
書
院
を
立
て
直
す
の
は
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
復
興
を
決
意
す
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

李
夢
陽
撰
『
白
鹿
洞
書
院
新
志
』
巻
一
「
沿
革
志
第
一
」
に
よ
る
と
、
正
統
三
年
（
一
四
三
八
）、
南
康
知
府
の
翟
溥
福
（
一
三
八
一
～
一
四
五
〇
、

字
は
本
徳
、
広
東
東
莞
の
人
、
永
楽
二
年
進
士
）
が
、
久
し
く
廃
墟
で
あ
っ
た
白
鹿
洞
書
院
を
修
復
し
た
記
録
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
説

明
し
た
胡
儼
撰
「
重
建
白
鹿
洞
書
院
記
」（
同
巻
六
）
に
拠
れ
ば
、
翟
溥
福
は
正
統
元
年
に
南
康
府
に
着
任
す
る
と
、
白
鹿
洞
書
院
の
図
を
調
べ
、

書
院
志
を
閲
読
し
た
後
に
、

前
賢
の
講
学
の
場
所
が
、
な
ん
と
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
我
々
の
責
任
で
な
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。（
前

賢
講
学
之
所
、
乃
廃
弛
若
是
、
豈
非
吾
徒
之
責
哉
。）
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と
嘆
じ
る
や
、
属
僚
を
率
い
、
俸
禄
を
擲
っ
て
修
復
を
唱
え
た
。
す
る
と
、
府
下
の
義
士
が
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
興
起
し
、
資
金
と
労
力

を
提
供
し
て
く
れ
た
。
工
事
は
正
統
三
年
七
月
に
着
工
し
、
十
二
月
に
竣
工
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
重
修
に
よ
っ
て
、
礼
聖
殿
、
大
成
門
、

貫
道
門
、
明
倫
堂
、
斎
室
、
儀
門
、
先
賢
祠
、
及
び
士
人
の
燕
息
の
場
所
な
ど
、
明
代
白
鹿
洞
書
院
の
基
本
建
築
を
ほ
ぼ
完
備
さ
せ
た
と
さ
れ

る
（
３
）
。

　

元
末
明
初
期
の
戦
乱
が
も
た
ら
し
た
荒
寥
た
る
姿
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
以
降
も
白
鹿
洞
書
院
は
し
ば
し
ば
荒
廃
し
、
そ
れ
を
重

修
す
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
白
鹿
洞
書
院
の
荒
れ
た
姿
を
目
に
し
て
重
修
事
業
を
主
導
し
た
官
僚
た
ち
は
、
そ
の
後
も
継
続
し

て
書
院
の
運
営
に
関
与
し
続
け
る
意
志
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
意
志
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
す
ぐ
に
別
な
土
地
に
転
任
し
た
か
ら
、
白
鹿
洞
書

院
の
そ
の
後
の
こ
と
ま
で
保
障
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
著
名
な
思
想
家
が
地
方
官
と
し
て
訪
れ
て
も
、
白
鹿
洞
書
院
が
栄
え
る
の

は
そ
の
時
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
度
も
重
修
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は
、
重
修
さ
れ
る
に
相
応
し
い
由
緒
正
し
い
書
院
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
も
そ
も
、
度
々
重
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
衰
退
を
繰
り
返
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

明
代
の
白
鹿
洞
書
院
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
原
因
と
し
て
、
科
挙
制
度
が
与
え
た
影
響
が
最
も
大
き
い
。
例
外
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
明
代
の
科
挙
で
は
原
則
と
し
て
「
監
生
」
あ
る
い
は
「
生
員
」
の
資
格
が
必
要
で
あ
っ
た

（
４
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
鹿
洞
書
院
は
科

挙
制
度
の
も
と
に
組
み
込
ま
れ
た
「
官
学
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
白
鹿
洞
書
院
に
籍
が
あ
っ
て
も
「
生
員
」
の
資
格
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

他
方
、
白
鹿
洞
書
院
が
在
っ
た
南
康
府
に
は
城
内
に
南
康
府
学
と
星
子
県
学
が
有
り
、
そ
の
学
籍
を
獲
得
す
る
こ
と
が
科
挙
受
験
を
目
指
す
当

地
の
士
人
に
と
っ
て
は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
に
加
え
、
明
代
の
白
鹿
洞
書
院
は
、
南
康
府
学
と
星
子
県
学
の
管
轄
下
に

あ
り
、
教
学
の
施
設
と
し
て
は
格
下
で
あ
っ
た
。
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
は
、
通
常
は
南
康
府
学
の
教
官
の
兼
務
で
、
書
院
の
場
所
は
南
康
府
の

府
治
星
子
県
か
ら
十
五
里
（
約
九
㌔
メ
ー
ト
ル
弱
）
程
あ
る
の
に
、常
駐
の
官
吏
は
置
か
れ
て
お
ら
ず
、管
理
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
明
初
の
著
名
な
朱
子
学
者
胡
居
仁
（
一
四
三
四
～
一
四
八
四
、
字
は
叔
心
、
号
は
敬
斎
、
江
西
余
干
の
人
）
は
、
科
挙
の
た
め
の
学
問

を
否
定
し
、
官
僚
と
し
て
の
栄
達
を
放
棄
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
は
、
成
化
四
年
（
一
四
六
八
）、
成
化
十
六
年
の
二
度
に
わ
た
り
白

鹿
洞
書
院
の
主
講
（
洞
主
）
に
招
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
度
と
も
短
期
間
在
職
し
た
後
、
辞
任
し
て
い
る
。
胡
居
仁
が
白
鹿
洞
の

主
講
を
途
中
で
辞
し
た
理
由
は
、
疾
病
の
問
題
も
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
当
時
の
白
鹿
洞
書
院
の
状
況
に
失
望
し
た
た
め
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
胡
居
仁
は
、
当
時
の
白
鹿
洞
書
院
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
科
挙
に
よ
っ
て
〕
聖
学
の
門
庭
が
開
か
れ
て
以
来
、
豪
傑
の
士
は
挙
業
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
如
く
で
す
。〔
白
鹿
洞
に
は
〕
一
種
の

凡
才
、
挙
業
に
従
事
で
き
な
い
〔
学
力
の
〕
人
を
招
い
て
来
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
す
。
聡
明
敏
達
で
、
挙
業
に
従
事
で
き
る
人

は
、
全
く
来
な
い
の
で
す
。
挙
業
が
で
き
る
人
で
さ
え
も
、
来
よ
う
と
し
な
い
の
に
、
ま
し
て
英
邁
超
卓
の
〔
徳
業
の
〕
人
が
、
進
ん
で

来
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
か
。（「
開
聖
学
門
庭
以
来
、
豪
傑
之
士
、
若
汩
於
挙
業
、
但
招
得
一
等
凡
才
、
不
会
做
挙
業
底
人
来
。
聡
明
敏
達
、
能
做
挙

業
底
人
、
都
不
来
矣
。
能
挙
業
之
人
、
尚
不
屑
至
、
英
邁
超
卓
之
人
、
尚
肯
至
乎
。」、『
胡
居
仁
文
集
』
巻
一
「
寄
丘
時
雍
」、
江
西
人
民
出
版
、
二
〇
一
三
、

一
四
八
頁
）

　

徳
業
を
第
一
と
考
え
た
胡
居
仁
が
、
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
科
挙
の
学
に
齷
齪
す
る
者
で
す
ら
来
た
い
と
思
わ
な
い
ほ
ど
に
、
当
時

の
白
鹿
洞
書
院
が
教
学
の
施
設
と
し
て
は
衰
退
し
き
っ
て
い
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
胡
居
仁
の
よ
う
な
学
者
で
も
、
時
代
の
趨
勢

に
抗
う
こ
と
は
難
か
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
明
代
の
士
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
科
挙
受
験
に
役
に
立
た
な
い
と
い
う
の
が
、
伝
統
あ
る
白
鹿
洞
書
院
が
廃
れ
た

最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
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二
、
王
畿
に
よ
る
江
右
の
同
志
弔
問
の
旅
と
白
鹿
洞
訪
問

　

王
畿
が
白
鹿
洞
書
院
を
訪
問
し
て
「
白
鹿
洞
続
講
」
を
石
刻
と
し
て
遺
し
た
の
は
、
嘉
靖
四
十
四
年
夏
、
六
十
八
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
龍
渓
王
先
生
文
集
』
巻
二
「
白
鹿
洞
続
講
義
」、
同
「
洪
都
同
心
会
約
」、
巻
十
七
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
等
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
５
）

。

　

ま
ず
、
王
畿
が
江
西
を
訪
ね
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
洪
都
同
心
会
約
」
に
よ
る
と
、
嘉
靖
乙
丑
（
四
十
四
年
）
夏
、
吉
水
で
前

年
八
月
十
五
日
に
死
去
し
た
羅
洪
先
（
一
五
〇
四
～
一
五
六
四
、
字
は
達
夫
、
号
は
念
庵
、
江
西
吉
水
の
人
、
嘉
靖
八
年
状
元
）
を
弔
い
、
つ
い
で
、
永

豊
で
聶
豹
（
一
四
八
七
～
一
五
六
三
、
字
は
文
慰
、
号
は
双
江
、
江
西
永
豊
の
人
、
正
徳
十
二
年
進
士
）
の
墓
参
り
を
し
、
吉
安
で
鄒
守
益
（
一
四
九
一
～

一
五
六
二
、
字
は
謙
之
、
号
は
東
廓
、
江
西
安
福
の
人
、
正
徳
六
年
会
元
・
探
花
）
の
墓
参
り
を
し
た
あ
と
、
贛
江
を
下
っ
て
北
に
向
か
い
、
南
昌
に

行
き
魏
時
亮
（
一
五
二
九
～
一
五
九
一
、
字
は
舜
卿
・
工
甫
、
号
は
敬
吾
、
江
西
南
昌
の
人
、
嘉
靖
三
十
八
年
進
士
）、
李
材
（
一
五
二
九
～
一
六
〇
七
、
字

は
孟
誠
、
号
は
見
羅
、
江
西
豊
城
の
人
、
嘉
靖
四
十
一
年
進
士
）
は
じ
め
諸
々
の
同
士
と
講
学
会
を
開
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
６
）
。

　

南
昌
を
発
っ
て
白
鹿
洞
書
院
に
向
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、「
白
鹿
洞
続
講
」（
石
刻
本
。
以
下
同
）
に
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

当
時
、
南
康
府
の
知
府
で
あ
っ
た
張
純
（
字
は
伯
貞
、
号
は
滄
江
、
浙
江
永
嘉
の
人
、
嘉
靖
七
年
挙
人
）
は
、
同
志
で
旧
交
が
あ
り
、
既
に
一
年
も

前
か
ら
王
畿
を
講
学
に
招
聘
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
王
畿
は
江
右
に
行
っ
た
帰
途
、
張
純
の
招
き
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
鄱
陽
湖
を
渡
っ
て

星
子
県
を
訪
れ
る
と
、
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
を
務
め
て
い
た
南
康
府
学
訓
導
の
陳
汝
簡
（
字
は
敬
仲
、
号
は
梅
川
、
浙
江
青
田
の
人
、
嘉
靖
年
間
貢
生
）

が
、
張
純
の
命
を
受
け
て
、
王
畿
を
白
鹿
洞
書
院
に
案
内
し
、
一
緒
に
先
聖
の
祠
廟
に
拝
謁
し
て
、
書
院
周
辺
の
名
勝
古
蹟
を
周
覧
し
た
。
夜

に
な
る
と
、
王
畿
は
、
白
鹿
洞
書
院
に
集
ま
っ
た
諸
生
た
ち
と
講
学
会
を
開
き
、
そ
の
晩
は
白
鹿
洞
書
院
に
宿
泊
し
た
。
翌
日
の
明
け
方
に
白
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鹿
洞
書
院
を
離
れ
、
星
子
県
城
に
戻
る
と
、
白
鹿
洞
書
院
で
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
諸
生
た
ち
は
、
王
畿
が
宿
舎
に
し
て
い
た
県
城
東
南
隅

の
観
瀾
閣
に
再
び
集
っ
た
。
諸
生
た
ち
は
王
畿
の
教
導
の
も
と
で
二
晩
を
過
ご
し
て
証
悟
す
る
と
、
超
然
と
感
動
し
て
奮
い
立
っ
た
。
別
れ
に

臨
ん
で
、
洞
主
陳
汝
簡
が
、
諸
生
ら
を
率
い
て
、
王
畿
に
次
の
よ
う
に
請
う
た
と
い
う

（
７
）

。

昔
、
晦
翁
が
象
山
を
招
い
て
白
鹿
洞
書
院
で
講
義
を
行
っ
て
も
ら
い
、
君
子
と
小
人
に
お
け
る
義
利
の
辨
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
は
、
数
百
年
間
も
語
り
伝
え
ら
れ
美
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
ど
う
し
て
こ
れ
（
象
山
の
故
事
）
と
異
な
り
ま
し
ょ
う
か
。〔
象
山
は
〕

言
い
ま
し
た
、「
喩さ

と

る
所
は
習
う
所
に
由よ

り
、
習
う
所
は
志
す
所
に
由
る
。」
と
。
思
い
ま
す
に
、
学
ぶ
者
が
科
挙
の
合
格
を
目
指
し
て
焦

っ
て
い
る
の
で
、
問
題
を
提
起
し
て
そ
の
弊
害
を
救
お
う
と
し
た
の
で
す
。〔
し
か
し
〕
そ
の
端
緒
を
求
め
工
夫
を
用
い
る
方
法
に
つ
い

て
は
、
詳
し
く
言
及
し
て
お
り
ま
せ
ん
。〔
そ
こ
で
〕
不
躾
な
が
ら
、
こ
の
〔
象
山
の
講
義
の
〕
要
旨
を
突
き
詰
め
る
一
言
を
、〔
我
々
に
〕

お
恵
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
、〔
さ
す
れ
ば
、象
山
と
先
生
と
で
〕
古
今
の
美
挙
が
並
び
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。（
昔

晦
翁
奉
延
象
山
開
講
白
鹿
、
発
明
君
子
小
人
義
利
之
辨
、
数
百
年
伝
以
為
美
談
。
今
者
、
則
何
以
異
此
。
其
云
、「
所
喩
由
於
所
習
、
所
習
由
於
所
志
。」
蓋

因
学
者
、
亟
於
進
取
、
挙
似
以
救
其
弊
。
其
於
求
端
用
力
之
方
、
未
之
詳
及
也
。
敢
蘄
一
言
究
竟
斯
旨
、
用
示
嘉
恵
、
亦
古
今
並
美
也
。）

　

陸
九
淵
が
、『
論
語
』
里
仁
篇
「
君
子
は
義
に
喩さ

と

り
、
小
人
は
利
に
喩
る
。（
君
子
喩
於
義
、
小
人
喩
於
利
。）」
を
取
り
挙
げ
て
行
っ
た
講
義
は
、

白
鹿
洞
書
院
の
歴
史
に
お
け
る
最
も
有
名
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た

（
８
）

。
但
し
、
陸
九
淵
は
、「
求
端
用
力

（
９
）

」
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く

述
べ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
教
示
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
王
畿
へ
の
要
望
で
あ
っ
た
。
洞
主
陳
汝
簡
と
諸
生
ら
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
請
わ
れ
た
王
畿
は
、

顧
か
え
り

み
れ
ば
、
私
は
不
肖
者
で
、〔
先
師
王
陽
明
先
生
〕
を
手
本
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
〔
先
師
の
学
問
を
〕
語
る

こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
ず
、
先
師
の
論
を
勝
手
に
解
釈
し
て
、〔
先
師
の
教
え
と
は
〕
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。〔
し
か
し
〕
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や
む
を
得
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
先
師
か
ら
〕
聞
い
た
こ
と
を
述
べ
て
諸
賢
と
一
緒
に
検
討
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う
。（
顧
予
不
肖
、

方
期
取
法
、
未
能
敢
云
、
上
下
其
論
、
以
秪
弗
類
。
無
已
、
請
述
所
聞
与
諸
賢
共
籌
之
。）

と
答
え
て
、「
続
講
」
の
執
筆
を
快
諾
し
た
と
言
う
。
示
教
を
請
わ
れ
て
已
む
な
く
書
い
た
と
い
う
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
は
、
王
畿
の
み
な

ら
ず
、「
語
録
」「
会
語
」
の
類
を
記
す
際
の
常
套
句
で
あ
る
。
但
し
、
王
畿
の
こ
の
時
の
白
鹿
洞
書
院
訪
問
は
、
事
前
に
周
到
な
準
備
を
し
た

上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
講
学
の
語
を
現
地
に
遺
す
こ
と
は
想
定
内
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
草
稿
に
手
を
入
れ
て
必
要
な
事
柄
を
加

筆
し
、
洞
主
と
諸
生
の
請
願
を
受
け
入
れ
る
形
で
文
章
を
手
渡
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
字
通
り
別
れ
に
臨
ん
で
請
わ
れ
て
そ
の
場
で
書

い
た
の
で
は
な
く
、
一
番
重
要
な
内
容
は
事
前
に
執
筆
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
別
集
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
白
鹿
洞
書
院
に
残
る
石
刻

の
末
尾
に
は
、「
嘉
靖
乙
丑
仲
夏
上
浣
、
山
陰
の
龍
渓
王
畿
、
彭
蠡
の
舟
中
に
書
す
。（
嘉
靖
乙
丑
仲
夏
上
浣
、
山
陰
龍
渓
王
畿
、
書
于
彭
蠡
舟
中
。）」

と
記
し
て
い
る
。「
書
于
彭
蠡
舟
中
」
と
は
、
南
昌
か
ら
星
子
県
に
向
か
う
際
に
彭
蠡
（
鄱
陽
湖
）
で
乗
っ
た
舟
の
中
で
書
い
た
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

三
、
王
畿
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
に
つ
い
て

―
前
半
の
内
容

―

　

王
畿
が
「
白
鹿
洞
続
講
」
を
書
く
際
に
、
陸
九
淵
の
「
白
鹿
洞
書
院
論
語
講
義（

（1
（

」（『
陸
九
淵
集
』
巻
二
十
三
「
講
義
」、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
、

二
七
五
頁
）
に
触
れ
る
の
は
も
と
よ
り
必
須
で
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
文
章
を
見
る
限
り
、
陸
九
淵
は
具
体
的
な
事
柄
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
語
っ

て
は
い
な
い
が
、「
小
人
」
が
「
喩さ

と

」
る
「
利
」
と
は
、「
官
資
崇
卑
」「
禄
廩
厚
薄
」
の
こ
と
ば
か
り
を
計
算
し
、「
科
挙
」
合
格
を
第
一
目
標

に
し
て
、「
場
屋
」
で
成
功
す
る
立
身
出
世
の
た
め
の
学
に
齷
齪
す
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
。



−8−

　

王
畿
の
「
続
講
」
で
は
、
陸
九
淵
の
講
義
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
先
師
王
守
仁
の
「
致
良
知
」
の
学
の
神
髄
を
伝
え
る
こ
と
が
も
と
よ

り
必
須
で
あ
っ
た
。
王
畿
は
「
白
鹿
洞
続
講
」
を
書
く
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た
あ
と
で
、
講
義
を
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
始
め
て
い
る
。

先
師
は
仰
っ
た
、「
心
の
良
知 

之
を
聖
と
謂
う
。」
と
。
良
知
は
、
性
の
霊
で
あ
る
。
こ
の
上
な
く
虚
（
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
）
で
あ

っ
て
神
（
人
知
で
は
は
か
り
し
れ
な
い
）
で
あ
り
、
こ
の
上
な
く
無
で
あ
り
な
が
ら
化
す
る
も
の
で
、
学
ぶ
こ
と
な
く
慮
る
こ
と
は
な
い
、

天
則
の
自
然
で
あ
る
。（
先
師
云
、「
心
之
良
知
謂
之
聖
。」。
良
知
者
、
性
之
霊
也
。
至
虚
而
神
、
至
無
而
化
、
不
学
不
慮
、
天
則
自
然
。）

「
心
之
良
知
謂
之
聖
」
と
は
、
王
守
仁
が
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
に
門
人
の
魏
良
貴
（
一
五
〇
三
～
？
、
字
は
師
孟
、
号
は
及
斎
、
江
西
新
建
の
人
、

嘉
靖
十
四
年
進
士
）
に
送
っ
た
書
簡
（『
王
陽
明
全
集
』
巻
八
「
書
魏
師
孟
巻 

乙
酉
」）
の
中
に
出
て
く
る
語
で
あ
る（

（1
（

。 

そ
し
て
、
こ
の
王
守
仁
の
言

葉
の
引
用
に
続
く
「
良
知
者
、
性
之
霊
也
。」
と
は
、
王
畿
が
「
良
知
」
を
説
く
際
に
多
用
し
た
表
現
で
あ
る（

（1
（

。「
性
之
霊
」
は
、「
本
心
之
霊
」

「
心
之
霊
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、「
白
鹿
洞
続
講
」
の
こ
の
部
分
と
類
似
す
る
発
言
が
、
隆
慶
四
年
（
一
五
七
〇
）
に
書
か
れ
た
「
自

訟
問
答
」（『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
巻
四
）
に
見
ら
れ
る
。

良
知
と
は
、
本
心
の
霊
（
不
可
思
議
な
働
き
）
で
あ
る
。
こ
の
上
な
く
虚
で
あ
っ
て
寂
（
何
も
の
に
も
動
か
さ
れ
な
い
）
で
あ
り
な
が
ら
、
人

倫
や
物
理
の
感
応
（
働
き
か
け
）
に
、
周

あ
ま
ね

く
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
虚
で
あ
る
か
ら
こ
そ
変
化
に
適
応
し
、寂
で
あ
る
か
ら
こ
そ
〔
あ

ら
ゆ
る
〕
事
柄
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
天
〔
則
に
順
っ
て
〕
動
き
、
人
力
は
与

あ
ず
か

り
よ
う
が
な
い
。
千
聖
相
伝
の
秘
蔵
〔
の

教
え
〕
で
あ
る
。（
良
知
者
、
本
心
之
霊
。
至
虚
而
寂
、
周
乎
倫
物
之
感
応
。
虚
以
適
変
、
寂
以
通
故
。
其
動
以
天
、
人
力
不
得
而
与
。
千
聖
相
伝
之
秘

蔵
也
（
（1
（

。）

　
「
心
」「
性
」
の
不
可
思
議
な
働
き
を
「
霊
」
と
表
現
す
る
こ
と
自
体
は
、
王
守
仁
や
王
畿
の
「
良
知
」
の
学
説
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
者
で

あ
っ
て
も
、
特
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
朱
熹
も
、
例
え
ば
、「
明
徳
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
霊
不
昧
、
以
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具
衆
理
而
応
万
事
者
也
。」（『
大
学
章
句
』
経
「
注
」）、「
蓋
人
心
之
霊
莫
不
有
知
、
而
天
下
之
物
莫
不
有
理
、
惟
於
理
有
未
窮
、
故
其
知
有
不
尽

也
。」（
同
伝
五
章
）、「
心
之
虚
霊
知
覚
、
一
而
已
矣
。」（「
中
庸
章
句
序
」）
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
霊
」
な
る
「
良
知
」
の
働
き
を
説
明
し
た
後
に
続
く
「
至
虚
而
神
、
至
無
而
化
、
不
学
不
慮
、
天
則
自
然
。」
と
い
う
発
言
に

つ
い
て
は
、
白
鹿
洞
書
院
で
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
諸
生
た
ち
に
は
俄
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
贅
言
す
る

ま
で
も
な
く
、「
不
学
」「
不
慮
」
は
『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
「
良
能
」「
良
知
」
の
説
明
で
あ
り
、「
天
則
」
は
『
易
』
乾
卦
・
文
言
伝
の
語
で

あ
る
。「
自
然
」
は
、
老
子
や
荘
子
が
使
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
儒
教
で
も
普
通
に
用
い
る
語
で
あ
る
。
ま
た
、「
虚
」「
神
」「
無
」「
化
」
を

個
別
に
見
れ
ば
、『
周
易
』
繋
辞
伝
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
心
」「
性
」
の
働
き
を
、「
至
虚
」「
至
無
」
と
す
る

王
畿
の
説
は
、
朱
熹
ゆ
か
り
の
土
地
で
、
科
挙
受
験
が
主
目
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
朱
子
学
を
正
統
の
学
問
と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
諸
生
た
ち

の
普
通
の
理
解
か
ら
す
る
と
、
仏
教
や
老
荘
の
説
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
王
畿
自
身
が
、
嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六

四
）
の
「
東
遊
問
答
」（『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
巻
三
）
で
、

〔
陽
明
〕
先
師
が
提
起
さ
れ
た
「
良
知
」
の
二
文
字
は
、
三
教
を
包
括
す
る
宗
（
根
本
原
理
）
で
あ
る
。
性
が
そ
の
ま
ま
命
で
あ
り
、
寂
が

そ
の
ま
ま
感
で
あ
り
、
こ
の
上
な
く
虚
で
あ
っ
て
実
、
こ
の
上
な
く
無
で
あ
っ
て
有
な
る
も
の
で
あ
る
。
千
聖
が
こ
れ
（
良
知
の
教
え
）

に
手
を
着
け
た
と
し
て
も
、
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
精
彩
を
放
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
釈
迦
や
老
子
が
生
き
か
え
っ
て
こ
れ
に
手
を
着
け
た
と
し

て
も
、
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
技
工
を
駆
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
（
良
知
の
教
え
）
を
同
じ
く
す
る
も
の
が
「
同
徳
」
に
他
な
ら
ず
、

こ
れ
を
異
に
す
る
も
の
が
「
異
端
」
に
他
な
ら
な
い
。（
先
師
提
出
良
知
両
字
、
範
圍
三
教
之
宗
。
即
性
即
命
、
即
寂
即
感
、
至
虚
而
実
、
至
無
而
有
。

千
聖
至
此
騁
不
得
一
些
精
采
、
活
仏
活
老
子
至
此
弄
不
得
一
些
伎
倆
。
同
此
即
是
同
徳
、
異
此
即
是
異
端
（
（1
（

。）

と
述
べ
て
お
り
、「
範
圍
三
教
之
宗
」
と
し
て
の
「
良
知
」
の
本
質
を
説
明
す
る
た
め
に
「
至
虚
」「
至
無
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。「
至
虚
」「
至
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無
」
の
説
が
、
白
鹿
洞
書
院
の
諸
生
た
ち
に
、
儒
教
の
教
え
を
仏
・
老
と
い
っ
た
異
端
の
教
え
に
同
化
さ
せ
る
も
の
だ
と
受
け
取
ら
れ
た
可
能

性
は
高
い
。

　

そ
も
そ
も
、
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
陳
汝
簡
が
、
仏
教
と
道
教
の
思
想
に
批
判
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
礼
聖
殿
の
修
復
事
業
の
前
後

に
彼
が
書
い
た
「
洞
主
陳
汝
簡
請
改
礼
聖
殿
及
礼
聖
門
議 

凡
四
条
」（
鄭
廷
鵠
撰
『
白
鹿
洞
志
』
巻
六
）
の
中
で
、
彼
は
、「
礼
聖
」
と
い
う
名
称

を
改
め
る
よ
う
主
張
し
、

吾
が
夫
子
の
道
は
、
仏
・
老
の
流
と
は
大
い
に
異
な
る
の
だ
か
ら
、
我
々
の
〔
夫
子
へ
の
〕
報
徳
、
報
功
も
ま
た
釈
・
道
と
同
じ
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
…
…
も
し
も
、
元
の
ま
ま
「
礼
聖
」
と
称
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
釈
・
道
の
教
え
に
よ
っ
て
、
吾
が
大
聖
（
孔
子
）

の
尊
を
冒
涜
す
る
も
の
で
あ
り
、
謬

ま
ち
が
い

妄
で
た
ら
め

極
ま
れ
り
だ
。（「
吾
夫
子
之
道
、
与
仏
老
之
流
大
不
相
侔
、
則
吾
人
之
報
徳
報
功
者
亦
宜
与
釈
道
不
類
。

…
…
若
仍
旧
曰
「
礼
聖
」、
是
以
釈
道
之
教
、
而
涜
吾
大
聖
之
尊
、
謬
妄
極
矣
。」、
二
二
八
頁
）

と
言
っ
て
い
る
。
王
畿
を
白
鹿
洞
に
案
内
し
た
際
に
も
、
彼
は
仏
・
老
批
判
を
率
直
に
口
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。「
礼
聖
」

の
語
を
め
ぐ
る
陳
汝
簡
の
主
張
は
や
や
偏
っ
た
も
の
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
儒
教
の
教
え
を
仏
教
・
道
教
の
教
え
と
は

明
確
に
区
別
す
る
こ
と
自
体
は
、
当
時
の
学
ぶ
者
に
と
っ
て
一
般
的
な
感
覚
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
陳
汝
簡
に
率
い
ら
れ
て
王
畿
の
講
学
に
参
加

し
た
諸
生
た
ち
も
同
様
の
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
王
畿
は
、「
白
鹿
洞
続
講
」
で
上
述
の
内
容
を
提
示
し
た
後
で
、
陸
九
淵
の
「
白
鹿
洞
書
院
論
語
講
義
」
の
内
容
に
話
題
を
転
じ
、

人
が
「
義
」
を
実
現
で
き
る
か
否
か
、「
義
」「
利
」、「
公
」「
私
」、「
君
子
」「
小
人
」
の
決
定
的
な
分
か
れ
目
、
す
な
わ
ち
自
己
の
「
良
知
」

を
発
揮
で
き
る
か
否
か
の
「
機
」
が
、「
一
念
の
微
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
機
（
転
換
点
・
転
折
点
）
は
一
念
の
微
に
か
か
っ
て
い
る
。
義
利
の
辨
は
、
こ
こ
に
お
い
て
辨
ず
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
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井
戸
に
墜
ち
そ
う
な
孺
子
に
怵は

つ

と惕
し
て
惻
隠
〔
の
情
〕
が
現
れ
る
の
は
、
所
謂
「
義
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
〔
孺
子
の
父
母
と
〕
交

り
を
結
び
、〔
郷
党
、
朋
友
に
〕
誉
れ
を
要も

と

め
、
悪
評
を
嫌
っ
て
そ
う
す
る
の
は
、
自
己
の
初
心
を
失
っ
て
利
を
な
そ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
怒
鳴
り
つ
け
た
り
足
蹴
に
し
て
〔
与
え
ら
れ
た
〕
食
を
受
け
ず
潔
し
と
せ
ず
、
羞
悪
〔
の
情
〕
が
現
れ
る
の
は
、
所
謂
「
義
」
で

あ
る
。 

そ
れ
に
よ
っ
て
宮
室
〔
を
立
派
に
し
〕
妻
妾
〔
を
養
い
〕
窮
乏
の
者
〔
を
養
っ
て
〕、
我
を
徳
〔
あ
る
者
〕
に
し
よ
う
と
し
て
こ

れ
を
行
う
の
は
、
自
己
の
初
心
を
失
っ
て
利
を
な
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
義
と
い
う
も
の
は
、
天
下
の
公
で
あ
り
、
利
と
い
う
も
の

は
、
一
人
の
私
で
あ
る
。
公
私
の
間
は
、
君
子
と
小
人
の
分
か
れ
目
で
あ
る
。
志
に
向
う
所
が
あ
っ
て
習
い
が
そ
れ
に
従
い
、
習
い
に
専

ら
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
喩さ

と

る
こ
と
は
そ
れ
に
因
る
の
だ
。
機
を
辨
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
機
を
得
れ

ば
、
君
子
か
ら
聖
賢
に
進
む
こ
と
が
で
き
、
機
を
得
な
け
れ
ば
、
小
人
か
ら
今
に
も
禽
獣
に
陥
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
聖
賢
と
禽
獣
と

は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
機
は
一
念
の
微
に
お
い
て
決
す
る
の
で
あ
る
、
慎
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。（
其
機
存
乎
一
念
之
微
。

義
利
之
辨
、
辨
諸
此
而
已
矣
。
是
故
怵
惕
於
入
井
之
孺
子
、
而
惻
隠
形
焉
、
所
謂
義
也
。
従
而
納
交
要
誉
、
悪
其
声
而
然
、
則
失
其
初
心
而
為
利
矣
。
不
屑

不
受
於
嘑
蹴
之
食
、
而
羞
悪
形
焉
、
所
謂
義
也
。
従
而
宮
室
妻
妾
窮
乏
者
、
徳
我
而
為
之
、
則
失
其
初
心
而
為
利
矣
。
義
也
者
、
天
下
之
公
也
、
利
也
者
、

一
人
之
私
也
。
公
私
之
間
、
君
子
小
人
之
所
由
分
也
。
志
有
所
向
而
習
随
之
、
習
有
所
専
而
喩
因
之
。
機
之
不
可
以
不
辨
也
、
如
此
。
得
其
機
則
由
君
子
可

進
於
聖
賢
、
不
得
其
機
則
由
小
人
将
入
於
禽
獣
。
聖
賢
之
与
禽
獣
相
去
遠
矣
、
而
其
機
決
於
一
念
之
微
、
可
不
慎
乎
。）

　

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、「
義
」
を
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
・
告
子
章
句
上
の
「
惻
隠
」「
羞
悪
」
に
結
び
つ
け
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
告
子
章
句

上
の
「
義
」「
本
心
」
の
説
に
基
づ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。「
失
其
初
心
」
は
、告
子
章
句
上
「
此
之
謂
失
其
本
心
」
の
「
本
心
」
を
「
初

心
」
と
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
朱
熹
「
集
注
」
に
「
本
心
、
謂
羞
悪
之
心
。」
と
言
う
の
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
は
「
羞
悪
の
心
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
初
心
」
と
い
う
の
は
「
義
」
を
為
そ
う
と
す
る
心
（
羞
悪
の
心
）
で
あ
り
、「
利
」
を
為
そ
う
と
う
す
る
の
は
、「
初
心
」「
本
心
」（
羞
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悪
の
心
）
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
他
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、『
孟
子
』
の
理
解
と
し
て
王
畿
独
自
の
も
の
が
あ
る
わ

け
で
は
も
と
よ
り
な
い
。

　

こ
こ
の
王
畿
の
発
言
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、「
義
」「
利
」、「
公
」「
私
」、「
君
子
」「
小
人
」
の
分
岐
が
決
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
転
換
点
で

あ
る
「
機
」
が
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
間
に
生
起
す
る
意
念
、「
一
念
の
微
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
機
存
乎
一

念
之
微
」
と
い
う
発
言
は
、
王
畿
の
「
現
成
良
知
」
説
、「
当
下
」
思
想
の
特
色
を
最
も
よ
く
示
す
言
葉
で
あ
っ
て（

（1
（

、
類
似
の
表
現
は
、
王
畿

の
文
集
中
に
頻
出
す
る
。「
機
」「
一
念
之
微
」
と
い
う
語
に
至
っ
て
は
、
実
に
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
白
鹿
洞
書
院
に
お
け
る
講
学

で
、
王
畿
は
自
身
の
思
想
の
精
髄
を
伝
え
る
べ
く
意
気
込
ん
で
い
た
は
ず
で
、「
白
鹿
洞
続
講
」
を
書
く
に
当
た
っ
て
、「
機
存
乎
一
念
之
微
」

と
い
う
自
身
の
「
良
知
」
思
想
を
伝
授
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
学
説
に
言
及
し
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
右
の
引
用
文
で
傍
線
を
引
い
た
部
分
は
、「
白
鹿
洞
続
講
」
の
直
後
に
書
い
た
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
の
中
に
表
現
を
修
正
し

て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
別
集
収
録
時
の
「
白
鹿
洞
続
講
義
」（『
龍
渓
王
先
生
文
集
』
巻
二
）
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。

四
、
王
畿
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
に
つ
い
て

―
後
半
の
内
容

―

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
畿
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
は
、
要
請
を
受
け
て
白
鹿
洞
書
院
で
講
学
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、「
良
知
」
思

想
の
精
髄
を
伝
え
る
べ
く
事
前
に
準
備
し
た
文
章
が
骨
格
に
な
っ
て
い
る
。
王
畿
に
し
て
み
れ
ば
、
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
や
諸
生
た
ち
は
、
先

師
王
守
仁
か
ら
受
け
継
い
だ
自
身
の
「
良
知
」
の
学
を
聴
け
ば
、
か
つ
て
陸
九
淵
の
講
義
を
聴
い
て
涙
を
流
す
者
が
い
た
の
と
同
様
に
、
必
ず
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や
感
動
し
て
奮
い
立
つ
に
違
い
な
い
と
自
負
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。「
白
鹿
洞
続
講
」
の
後
半
部
分
は
、
陸
九
淵
の
講
義
を
踏
ま
え
て
次
の
よ

う
に
議
論
が
展
開
し
て
い
く
。

そ
も
そ
も
、
人
の
情
は
、
小
人
と
為
る
こ
と
に
甘
じ
て
君
子
と
為
る
こ
と
を
楽
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
単
に
そ
の
習
い

に
な
れ
て
自
ら
気
付
か
な
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
人
が
い
て
、〔
そ
の
人
の
こ
と
を
〕
小
人
だ
と
毀そ

し

っ
た
な
ら
ば
、
む
っ
と
し
て
怒
る

の
は
、
小
人
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
人
は
み
な
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
君
子
だ
と
誉
め
た
な
ら
ば
、
う
れ
し
そ
う
に
喜
ぶ
の
は
、

君
子
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
人
は
み
な
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
小
人
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
自
分
が

習
う
こ
と
と
喩
る
こ
と
が
利
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
人
の
名
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
湿
気
を
嫌
っ

て
い
な
が
ら
低
い
場
所
に
居
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
君
子
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、
自
分
が
習
う
こ
と
と
喩さ

と

る

こ
と
が
義
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
君
子
の
名
を
成
そ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
高
い
も
の
を
羨
ん
で
い
な
が
ら

谷
に
入
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
夫
人
之
情
、
亦
非
甘
於
為
小
人
而
不
楽
於
為
君
子
。
特
狃
於
其
習
而
不
自
覚
耳
。
有
人
於
此
、
毀
以
為
小
人
、
則

怫
然
怒
、
是
小
人
之
不
可
為
、
夫
人
而
知
之
也
。
誉
以
為
君
子
、
則
忻
然
喜
、
是
君
子
不
可
不
為
、
夫
人
而
知
之
也
。
知
小
人
之
不
可
為
矣
。
而
吾
之
所
習

与
喩
乃
在
於
利
、
将
欲
逃
小
人
之
名
不
可
得
、
是
猶
悪
湿
而
下
居
也
、
知
君
子
之
不
可
不
為
矣
。
而
吾
之
所
習
与
喩
乃
不
在
於
義
、
将
欲
成
君
子
之
名
不
可

得
、
是
猶
羨
喬
而
入
谷
也
。）

　
「
白
鹿
洞
続
講
」
の
前
半
部
分
で
は
、「
君
子
」「
小
人
」
の
辨
、「
義
」「
利
」
の
辨
を
決
す
る
「
一
念
の
微
」
に
つ
い
て
、「
惻
隠
」「
羞
悪
」

と
い
っ
た
「
情
」
の
発
動
か
ら
説
明
し
て
い
た
の
を
、
こ
こ
で
は
、「
喜
」「
怒
」
の
「
情
」
に
即
し
て
説
明
し
て
い
る
。「
人
の
情
」
は
、「
小

人
」
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
ず
る
は
ず
は
な
く
、「
君
子
」
と
な
る
こ
と
を
楽
し
む
も
の
で
あ
る
。「
小
人
」
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
「
怒
る
」
が
、「
君

子
」
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
「
喜
ぶ
」
の
が
「
人
情
」、
す
な
わ
ち
人
の
自
然
な
心
の
働
き
で
あ
る
と
い
う
言
葉
は
明
解
で
分
か
り
易
い
。「
喜
怒
」
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と
い
う
の
は
、『
礼
記
』
礼
運
篇
の
「
七
情
」
や
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
の
「
喜
怒
哀
楽
」
な
ど
に
説
か
れ
る
代
表
的
な
「
情
」
だ
が
、「
喜
怒
」

の
「
情
」
を
取
り
挙
げ
た
意
図
に
つ
い
て
、
王
畿
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

象
山
は
義
利
に
よ
っ
て
君
子
と
小
人
を
辨
別
し
た
。
私
が
、
切
切
と
人
情
の
喜
怒
に
も
と
づ
い
て
諭
し
た
の
は
、
つ
ま
り
、
学
ぶ
者
が
本

当
に
自
己
の
知
を
致
し
て
、
そ
の
情
の
安
ん
ず
る
こ
と
（
義
）
に
即
し
て
、
習
い
が
勝
る
こ
と
（
利
）
に
溺
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
尽
く
君
子
〔
で
あ
る
こ
と
〕
を
皆
に
望
ん
で
、
小
人
で
〔
よ
い
な
ど
と
〕
皆
を
軽
く
扱
う
こ
と
は
忍
び
な
い
の
で

あ
る
。
あ
あ
、
聖
〔
人
の
時
代
〕
よ
り
遠
く
な
っ
て
道
が
喪
わ
れ
、
人
々
は
そ
の
（
本
来
の
）
心
を
失
い
、
学
ぶ
者
は
形
器
〔
の
末
事
〕

に
滞
り
、
よ
く
見
え
な
い
状
態
で
求
め
る
べ
き
こ
と
に
昧
く
、
馳
せ
る
か
の
よ
う
に
進
ん
で
行
き
、
駕
を
解
く
場
所
を
知
ら
な
い
。
心
性

虚
無
の
説
に
よ
っ
て
〔
救
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
〕
こ
れ
を
招
く
と
、
や
っ
て
来
た
者
は
、
か
え
っ
て
騒
ぎ
立
て
て
異
学
だ
と
指
摘
し

て
省
る
こ
と
は
な
く
、
甚
し
い
場
合
に
は
こ
れ
（
心
性
虚
無
の
説
）
を
非そ

し

り
笑
い
譏そ

し

り
斥
け
て
、
自
身
の
事
（
取
り
組
む
べ
き
学
問
）
を
捨
て

よ
う
と
し
て
い
る
、
何
と
も
哀
れ
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
心
性
虚
無
〔
の
説
〕
は
、
千
聖
の
絶
学
な
の
で
あ
る
。（
象
山
以
義
利

分
君
子
小
人
、
予
切
切
原
其
情
之
喜
怒
而
諭
之
者
、
蓋
欲
学
者
実
致
其
知
、
即
夫
情
之
所
安
而
不
溺
於
習
之
所
勝
。
尽
以
君
子
望
於
人
人
、
而
不
忍
以
小
人

薄
待
之
也
。
慨
自
聖
遠
道
喪
、
人
失
其
心
、
学
者
滞
於
形
器
、
貿
貿
焉
昧
于
所
求
、
行
尽
如
馳
、
莫
知
税
駕
之
所
有
。
以
心
性
虚
無
之
説
招
之
、
来
帰
者
、

反
閧
然
指
為
異
学
而
莫
之
省
、
甚
至
非
笑
而
譏
斥
之
、
以
為
将
落
吾
事
、
其
亦
可
哀
也
已
。
夫
心
性
虚
無
、
千
聖
之
絶
学
也
。）

　

王
畿
が
切
々
と
し
て
説
い
た
「
喜
怒
」
の
「
情
」
の
議
論
の
方
は
、
白
鹿
洞
書
院
に
集
ま
っ
た
諸
生
た
ち
に
容
易
に
理
解
で
き
た
は
ず
だ
が
、

問
題
は
こ
れ
に
続
く
部
分
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
心
性
虚
無
」
の
説
で
学
ぶ
者
を
教
え
導
こ
う
と
す
る
と
、
そ
れ
は
「
異
学
」
の
説

だ
と
譏
っ
て
く
る
者
が
い
る
こ
と
を
嘆
き
、「
心
性
虚
無
」
の
説
は
「
千
聖
の
絶
学
」
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
心
性
虚
無
」
と
い
う

主
張
に
こ
そ
、
王
畿
思
想
の
本
質
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
別
集
に
収
録
さ
れ
た
「
白
鹿
洞
続
講
義
」
で
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は
右
の
引
用
で
傍
線
を
附
し
た
部
分
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
、「
夫
心
性
虚
無
、
千
聖
之
絶
学
也
。」
以
下
が
、
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
心
性
虚
無
〔
の
説
〕
は
、
千
聖
の
学
脈
な
の
で
あ
る
。
日
月
が
照
ら
す
の
に
譬
え
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
が
入
り
交
じ
っ

て
い
る
の
に
実
（
本
当
）
に
虚
で
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
に
実
（
本
当
）
に
無
で
あ
る
〔
よ
う
な
も
の
で
あ
る
〕。（「
夫

心
性
虚
無
、
千
聖
之
学
脈
也
。
譬
之
日
月
之
照
臨
、
万
変
紛
紜
而
実
虚
也
、
万
象
呈
露
而
実
無
也
。」、『
王
畿
集
』
四
七
頁
）

　

書
き
換
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
二
つ
の
見
方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
可
能
性
と
し
て
は
、
王
畿
は
、
草
稿

を
準
備
す
る
段
階
で
、
白
鹿
洞
書
院
に
集
ま
っ
た
諸
生
た
ち
が
、「
心
性
虚
無
」
の
説
を
聴
い
て
仏
・
老
だ
と
い
う
反
応
を
示
す
こ
と
に
配
慮

し
て
書
い
た
も
の
の
、
別
集
に
入
れ
る
段
階
で
は
不
要
だ
と
判
断
し
て
削
除
し
た
。
あ
る
い
は
別
な
可
能
性
と
し
て
、
王
畿
が
予
め
準
備
し
た

草
稿
に
は
こ
の
部
分
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
や
諸
生
た
ち
の
「
心
性
虚
無
」
の
説
に
対
す
る
反

応
が
期
待
外
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
敢
え
て
そ
の
場
で
書
き
加
え
た
け
れ
ど
も
、
後
に
な
っ
て
元
の
文
章
に
戻
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
削
除
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
部
分
は
、
白
鹿
洞
書
院
の
諸
生
た
ち
の
こ
と
を
意
識
し
て
書
い
た
説
明
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
白
鹿
洞
続
講
」
の
結
び
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

虚
で
な
け
れ
ば
、
周
流
し
て
変
化
に
適
応
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
無
で
な
け
れ
ば
、
寂
を
極
め
て
感
応
の
〔
は
た
ら
き
に
〕
通
暁
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
虚
で
な
く
無
で
な
け
れ
ば
、
微
細
な
と
こ
ろ
に
分
け
入
り
盛
徳
と
大
業
と
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
所
謂

「
端
を
求
め
力
を
用
い
る
」
場
で
あ
る
。
学
ぶ
者
が
、
本
当
に
自
己
の
知
を
致
し
て
、
か
の
義
利
毫
釐
の
辨
を
究
め
て
、
君
子
小
人
の
帰

趨
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
所
謂
「
志
」
は
、
一
定
の
法
則
に
泥な

ず

む
こ
と
を
免
れ
ず
、
所
謂
「
習
」
は
、
思
惟
や
作
為
に
渉わ

た

る

こ
と
を
免
れ
ず
、
所
謂
「
喩
」
は
、
分
別
智
や
憶
測
に
従
う
こ
と
を
免
れ
ず
、〔
そ
れ
ら
は
〕
す
べ
て
自
得
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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結
局
は
形
而
下
の
現
象
や
事
物
に
滞
る
だ
け
で
あ
る
。
神
化
（
人
知
を
超
越
し
た
変
化
）
の
自
然
、
貞
明
（
日
月
の
よ
う
な
常
道
）
と
一
体
と

な
っ
て
息や

む
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
て
も
、
不
可
能
で
あ
る
。
不わ

た
く
し肖

は
諸
賢
の
請
願
の
誠
に
感
じ
て
、
取
り
敢
え
ず
〔
先
師
か
ら
〕
聞
い

た
こ
と
を
述
べ
て
、
交
修
の
益
（
お
互
い
に
批
正
し
合
う
利
益
）
と
し
よ
う
。（
不
虚
則
無
以
周
流
而
適
変
、
不
無
則
無
以
致
寂
而
通
感
、
不
虚
不
無

則
無
以
入
微
而
成
徳
業
。
此
所
謂
求
端
用
力
之
地
也
。
学
者
不
能
実
致
其
知
、
究
夫
義
利
毫
釐
之
辨
、
以
決
其
君
子
小
人
之
趨
、
則
所
謂
志
者
、
未
免
泥
於

典
要
、
所
謂
習
者
、
未
免
渉
於
思
為
、
而
所
謂
喩
者
、
未
免

於
識
解
意
測
、
皆
非
所
以
為
自
得
也
。
終
亦
滞
於
形
器
而
已
矣
。
求
其
神
化
自
然
、
与
貞
明

同
体
而
不
息
、
不
可
得
也
。
不
肖
感
諸
賢
祈
懇
之
誠
、
聊
述
所
聞
、
以
為
交
修
之
益
。）

　

全
体
に
『
周
易
』
繋
辞
伝
の
語
を
多
用
し
て
い
る
が
、
直
前
の
部
分
の
主
張
を
受
け
て
「
虚
」「
無
」
を
強
調
す
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

心
性
の
「
虚
」「
無
」
こ
そ
が
「
端
を
求
め
力
を
用
い
る
」
場
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
洞
主
陳
汝
簡
や
諸
生
た
ち
か
ら
請
わ

れ
た
「
求
端
用
力
」
の
方
法
と
し
て
「
心
性
虚
無
」
の
説
を
王
畿
は
提
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
白
鹿
洞
書
院
の
諸
生

た
ち
の
大
部
分
は
、
日
常
的
に
陽
明
学
の
思
想
に
触
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
良
知
」
説
に
関
心
を
抱
く
者
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
い

た
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
土
地
柄
か
ら
し
て
朱
子
学
一
尊
の
者
が
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
陽
明
後
学
の
中
で
も
、「
良
知
」
の
「
虚
無
」

を
と
り
わ
け
重
視
す
る
王
畿
の
講
学
を
聴
い
て
も
、
直
ち
に
「
発
憤
」「
興
起
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
白
鹿
洞
続
講
」
を

白
鹿
洞
に
石
刻
と
し
て
遺
す
こ
と
は
、
王
畿
に
と
っ
て
も
望
む
所
で
あ
っ
た
た
め
す
ぐ
に
受
諾
は
し
た
も
の
の
、
自
己
の
学
説
を
聞
い
て
も
目

覚
め
る
こ
と
の
な
い
者
た
ち
に
対
し
て
、
も
っ
と
別
な
言
葉
で
教
え
諭
す
必
要
が
あ
る
と
王
畿
は
痛
感
し
た
で
あ
ろ
う
。
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五
、「
白
鹿
洞
続
講
」
か
ら
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
へ

　

王
畿
は
、「
白
鹿
洞
続
講
」
を
渡
し
た
直
後
に
、
陳
汝
簡
か
ら
さ
ら
に
別
な
文
章
の
執
筆
依
頼
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
饒
南
九
江
道
参

議
の
馮
謙
（
一
五
二
三
～
？
、
字
は
道
光
・
徳
光
、
号
は
益
川
、
浙
江
慈
渓
の
人
、
嘉
靖
三
十
五
年
進
士
）
が
前
年
に
行
っ
た
白
鹿
洞
書
院
の
重
修
事
業

に
つ
い
て
書
い
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
王
畿
は
そ
れ
に
応
え
て
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」（『
王
畿
集
』
巻
十
七
、
鄭
廷
鵠
撰
『
白
鹿
洞
志
』

巻
九
）
を
撰
し
て
い
る
。「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
は
、馮
謙
の
事
業
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
、冒
頭
は
、「
儒
者
之
学
、務
於
経
世
。」

か
ら
始
め
、
儒
教
の
「
経
世
」
思
想
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
次
い
で
、
馮
謙
が
白
鹿
洞
書
院
に
お
い
て
行
っ
た
重
修
事
業
の
内
容
を
具
体
的

に
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
は
、
普
通
の
重
修
書
院
記
の
文
章
の
体
裁
と
変
わ
ら
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
文
章
の
後
半
に
な
っ
て
、
王
畿

が
諸
生
た
ち
の
学
ぶ
態
度
に
言
及
し
て
、

私
が
思
う
に
、
晦
菴
が
南
康
の
太
守
だ
っ
た
時
に
、
象
山
が
洞
中
で
行
っ
た
講
義
は
、
学
ぶ
者
が
誦
読
（
書
物
の
暗
誦
）
に
従
事
し
、
取

進
（
科
挙
合
格
）
に
せ
っ
か
ち
に
な
っ
て
学
問
を
す
る
根
本
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
義
利
の
辨
を
明
ら
か
に
し
て
、
君
子
と
小
人
の

志
す
所
を
決
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
そ
れ
を
聞
い
て
涙
を
流
す
者
が
い
た
の
は
、
今
に
至
る
ま
で
盛
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。〔
こ

の
度
、
馮
謙
〕
公
が
興
し
た
事
業
は
、
こ
の
よ
う
に
至
れ
り
尽
せ
り
で
あ
る
。
諸き

み

生た
ち

が
し
っ
か
り
と
敬
仰
承
受
す
る
こ
と
な
く
、
な
お
も

こ
せ
こ
せ
と
し
て
誦
読
、
進
取
か
ら
脱
け
出
せ
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
し
て
上
に
在
る
者
の
教
え
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か

〔
教
え
を
活
か
せ
な
い
自
身
の
問
題
で
あ
る
〕。（
予
惟
晦
菴
守
南
康
時
、
象
山
開
講
洞
中
、
因
学
者
事
誦
説
、
亟
取
進
而
忘
其
為
学
之
本
、
乃
発
明
義

利
之
辨
、
以
決
君
子
小
人
之
所
志
。
一
時
聞
之
有
泣
下
者
、
至
今
伝
以
為
盛
。
公
之
所
以
作
興
如
此
其
至
。
諸
生
無
能
仰
承
、
猶
屑
屑
然
不
出
於
誦
読
進
取

之
間
、
豈
在
上
者
之
教
使
然
哉
。）
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と
述
べ
て
、
遺
憾
の
意
、
不
満
の
気
持
ち
を
示
し
た
後
で
、
自
身
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
の
内
容
を
改
め
て
解
説
し
直
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
で
も
、「
白
鹿
洞
続
講
」
に
お
い
て
は
直
接
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
恥
」
と
い
う
語
が
、「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
で
は
強
調
さ
れ
て
い
る
点

に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
象
山
の
君
子
・
小
人
の
辨
は
、
何
と
も
厳
格
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
涙
を
流
す
者
ま
で
い
た
と
い
う
の
は
、
羞
悪
の
本
心
、

所
謂
「
恥
」〔
が
そ
う
さ
せ
た
の
〕
で
あ
る
。
恥
は
人
に
と
っ
て
、
大
な
る
こ
と
で
あ
る
。
恥
を
知
れ
ば
君
子
か
ら
聖
賢
に
至
る
こ
と
が

で
き
る
、
恥
を
知
ら
な
け
れ
ば
小
人
か
ら
今
に
も
禽
獣
〔
の
域
〕
に
入
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
人
で
あ
り
な
が
ら
禽
獣
に
沈
む
の
は
、

実
に
哀
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
諸き

み

生た
ち

に
請
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
先
に
「
続
講
」
を
洞
中
に
留
め
付
し
た
。
大
意
は
本
心
の
良
を

失
わ
ず
に
、
志
が
何
か
ら
生
じ
て
く
る
か
を
究
め
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
尽
く
君
子
で
あ
る
こ
と
を
諸き

み

生た
ち

に
望
み
、
小
人
で
〔
よ
い
な

ど
と
〕
軽
く
扱
う
に
は
忍
び
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
諸き

み

生た
ち

の
中
に
は
こ
れ
を
聞
い
て
涙
を
流
し
た
者
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
恥
〔
を
知
る
〕

と
い
う
こ
と
は
、
勇
に
近
く
聖
に
入
る
「
機
」
で
あ
る
。
民
が
恥
を
知
れ
ば
良
民
と
な
り
、
士
が
恥
を
知
れ
ば
良
士
と
な
り
、
上
に
在
る

者
が
恥
を
知
れ
ば
良
臣
、
良
相
と
な
る
。「
人
に
及
ば
な
い
こ
と
を
恥
じ
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
人
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。」
と
〔
孟

子
は
言
っ
て
い
る
〕。
今
日
の
事
は
、
我
々
が
共
に
恥
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
単
に
〔
馮
謙
公
に
よ
る
〕
一
時
の
復
興
の
跡
〔
が
残
る
〕

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
夫
象
山
君
子
小
人
之
辨
、
厳
矣
。
聞
之
至
有
泣
下
者
、
羞
悪
之
本
心
、
所
謂
恥
也
。
恥
之
於
人
大
矣
。
知

恥
則
由
君
子
可
至
於
聖
賢
、
不
知
恥
則
由
小
人
将
入
於
禽
獣
。
人
而
淪
於
禽
獣
、
独
不
足
哀
乎
。
予
因
諸
生
之
請
、
曾
以
「
続
講
」
留
付
洞
中
、
大
意
在
不

失
本
心
之
良
、
以
究
其
志
之
所
従
来
、
是
将
尽
以
君
子
望
於
諸
生
、
而
不
忍
以
小
人
薄
待
之
也
。
諸
生
亦
曾
有
聞
之
而
泣
下
者
乎
。
恥
也
者
、
勇
之
近
而
入

聖
之
機
也
。
民
知
恥
則
為
良
民
、
士
知
恥
則
為
良
士
、
在
上
者
知
恥
則
為
良
臣
、
良
相
。「
不
恥
不
若
人
、
何
若
人
有
。」
今
日
之
事
、
吾
人
与
有
恥
焉
、
豈

徒
一
時
作
興
之
迹
而
已
哉
。）
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こ
の
部
分
で
は
「
白
鹿
洞
続
講
」
で
は
一
度
も
使
わ
れ
て
い
な
い
「
恥
」
と
い
う
語
が
何
度
も
強
調
さ
れ
、
主
題
は
「
知
恥
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。「
羞
悪
之
本
心
、
所
謂
恥
也
。」
と
い
う
部
分
の
「
羞
悪
の
本
心
」
と
い
う
の
は
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、『
孟
子
』
告
子

章
句
上
「
郷
為
身
死
而
不
受
、
今
為
宮
室
之
美
為
之
。
郷
為
身
死
而
不
受
、
今
為
妻
妾
之
奉
為
之
。
郷
為
身
死
而
不
受
、
今
為
所
識
窮
乏
者
得

我
而
為
之
、是
亦
不
可
以
已
乎
。
此
之
謂
失
其
本
心
。」
の
「
集
注
」
に
、「
本
心
、謂
羞
悪
之
心
。」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
恥

之
於
人
大
矣
」
は
、
尽
心
章
句
上
「
恥
之
於
人
大
矣
。
為
機
変
之
巧
者
、
無
所
用
恥
焉
。
不
恥
不
若
人
、
何
若
人
有
。」
を
、「
恥
也
者
、
勇
之

近
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章
「
好
学
近
乎
知
、
力
行
近
乎
仁
、
知
恥
近
乎
勇
。」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

王
畿
が
こ
こ
で
「
諸
生
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
は
、
白
鹿
洞
書
院
で
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
諸
生
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
白

鹿
洞
書
院
の
洞
生
、
及
び
南
康
府
学
あ
る
い
は
星
子
県
学
に
籍
を
置
い
て
い
た
生
員
た
ち
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
王
畿
が
「
白
鹿
洞
続
講
」
の
文
章
を
後
に
改
訂
し
た
「
白
鹿
洞
続
講
義
」（『
龍
渓
王
先
生
文
集
』
巻
二
）
で
削

除
さ
れ
た
部
分
が
、

得
其
機
則
由
君
子
可
進
於
聖
賢
、
不
得
其
機
則
由
小
人
将
入
於
禽
獣
。
聖
賢
之
与
禽
獣
、
相
去
遠
矣
。
而
其
機
決
於
一
念
之
微
、
可
不
慎

乎
。

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
「
孟
子
曰
、『
恥
之
於
人
大
矣
。
為
機
変
之
巧
者
、
無
所
用
恥
焉
。
不
恥
不
若
人
、
何
若
人
有
。』」

の
「
集
注
」「
恥
者
、
吾
所
固
有
羞
悪
之
心
也
。
存
之
則
進
於
聖
賢
、
失
之
則
入
於
禽
獣
、
故
所
繫
為
甚
大
。」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
但
し
、「
白

鹿
洞
続
講
」
で
は
「
恥
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
ず
に
、「
機
」
と
い
う
言
葉
で
言
い
換
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
の
中

で
は
、知

恥
則
由
君
子
可
至
於
聖
賢
、
不
知
恥
則
由
小
人
将
入
於
禽
獣
。
人
而
淪
於
禽
獣
、
独
不
足
哀
乎
。
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と
い
う
表
現
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
王
畿
が
「
良
知
」
思
想
を
説
く
際
の
関
鍵
語
「
得
其
機
」
が
「
知

恥
」
に
変
わ
り
、「
機
決
於
一
念
之
微
」
と
い
う
表
現
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
違
い
は
大
き
い
。

　
「
恥
」
と
い
う
言
葉
は
、
王
畿
が
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
に
引
用
し
た
以
外
に
も
、『
論
語
』『
孟
子
』
の
中
に
用
例
が
見
ら
れ
、『
論
語
』
の

用
例
は
か
な
り
多
い
。
人
の
羞
恥
心
を
意
味
す
る
漢
語
の
中
で
も
「
恥
」
と
い
う
語
は
、
人
の
心
に
強
く
響
く
も
の
が
あ
る
と
言
え
る（

（1
（

。「
重

修
白
鹿
書
院
記
」
に
は
、「
心
性
虚
無
」
の
説
は
も
と
よ
り
、「
良
知
」
と
い
う
語
す
ら
一
度
も
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
恥
」
と
い
う
言
葉
が
何

度
も
出
て
く
る
の
は
、
王
畿
の
文
章
と
し
て
は
少
々
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
書
き
換
え
が
な
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
王
畿
が
、
諸
生
た
ち
と
の
講
学
の
場
で
強
調
し
た
「
良
知
」
思
想
の
核
心
的
な
教
え
に
対
す
る
諸
生
の
反
応
が
い

ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
一
つ
。
そ
れ
に
加
え
、
上
述
の
よ
う
に
、
王
畿
の
話
を
聴
い
た
後
で
す
ら
、
な
お
も
諸
生
た
ち
の
言
動
か
ら
は

挙
業
の
こ
と
ば
か
り
気
に
懸
け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
王
畿
を
失
望
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
王
畿
は
、
も
っ
と
直
接
的

な
語
で
諸
生
た
ち
を
強
く
諭
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

六
、
白
鹿
洞
書
院
で
の
講
学
を
終
え
た
王
畿
は
何
を
思
っ
た
か

　

嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五
六
五
、
六
十
八
歳
）
は
、
王
畿
自
身
の
思
想
が
確
立
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、「
白
鹿
洞
続
講
」
は
、
そ
の
思
想
の
特

色
が
よ
く
示
さ
れ
た
文
章
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
畿
の
述
べ
た
「
良
知
」
説
の
内
容
は
、
白
鹿
洞
書
院
に
集
ま
っ
た
諸
生
た
ち
に

は
思
う
よ
う
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
講
学
に
参
加
し
た
諸
生
た
ち
の
中
に
は
、
王
畿
の
「
心
性
虚

無
」
の
学
説
に
対
し
「
釈
氏
」「
老
氏
」
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
呈
し
た
者
が
い
た
可
能
性
も
高
い
。
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ま
た
、
陸
九
淵
の
講
義
は
、
科
挙
に
受
か
っ
て
利
禄
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
学
問
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
王
畿
の
「
白
鹿
洞
続

講
」
も
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
が
、
王
畿
の
講
学
に
参
加
し
た
諸
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
科
挙
に
及
第
す
る
の
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。「
重

修
白
鹿
書
院
記
」
は
、
白
鹿
洞
書
院
で
講
学
を
行
い
、
そ
の
後
の
諸
生
た
ち
の
反
応
に
接
し
た
後
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
諸
生 

能
く

仰
承
す
る
こ
と
無
く
、
猶
お
も
屑せ

つ

屑せ
つ

然
と
し
て
誦
読
進
取
の
間
よ
り
出
で
ざ
る
は
、
豈
に
上
に
在
る
者
の
教
え
の
然
ら
し
め
ん
や
。」、「
諸
生

も
亦
た
曾
て
之
を
聞
き
て
泣

な
み
だ

下
り
し
者
有
る
か
。」
と
言
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
諸
生
た
ち
が
王
畿
の
講
学
を
聞
い
た
後
も
、
王
畿
の
前
で

憚
る
こ
と
な
く
科
挙
の
話
や
俸
禄
の
話
を
し
た
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
王
畿
が
星
子
県
滞
在
中
に
宿
舎
に
し
た
観
瀾
閣
は
、
県
城
内
の
南
隅
に

在
っ
た
南
康
府
学
に
隣
接
し
て
お
り
、
王
畿
が
逗
留
し
て
い
る
間
に
諸
生
た
ち
が
問
学
に
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
の
問
答
に
お
い
て

も
、
王
畿
が
期
待
し
た
よ
う
な
手
応
え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
白
鹿
洞
書
院
の
洞
主
陳
汝
簡
が
、
も
っ
と
直
截
に
「
利
」
に
ま
つ
わ
る
話
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
汝
簡

は
、
王
畿
の
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
に
対
し
て
跋
文
（「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
附 

陳
汝
簡
跋
）
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
執
筆
の
意
図
は
、
重
修
書

院
記
に
是
非
書
い
て
欲
し
か
っ
た
事
柄
に
王
畿
が
触
れ
な
か
っ
た
か
っ
た
た
め
、
自
身
で
補
お
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
。
陳
汝
簡
の
跋
文
か
ら

は
、
明
代
の
白
鹿
洞
書
院
、
さ
ら
に
は
他
の
多
く
の
書
院
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
柄
が
わ
か
る
が
、
王
畿
の
「
白

鹿
洞
続
講
」
や
講
学
の
内
容
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
概
要
の
み
取
り
挙
げ
る
。
陳
汝
簡
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　

嘉
靖
四
十
二
年
（
一
五
六
三
）
春
、
南
康
府
学
訓
導
に
着
任
し
た
陳
汝
簡
は
、
白
鹿
洞
書
院
を
訪
問
し
た
。
こ
の
時
、
思
賢
台
か
ら
仰
ぎ
見

る
と
、
孔
子
を
祀
る
礼
聖
殿
（
文
廟
）
の
上
に
太
い
樹
木
が
生
え
、
建
物
の
四
方
の
簷え

ん

牙が

（
軒
の
四
隅
の
突
起
）
は
半
分
以
上
崩
れ
落
ち
て
い
た
。

こ
の
礼
聖
殿
は
、
正
統
三
年
に
翟
溥
福
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
、
本
格
的
な
修
理
が
行
わ
れ
ず
荒
れ
果
て
て
い

た
。
陳
汝
簡
が
従
者
に
、
な
ぜ
修
理
し
な
い
の
だ
と
尋
ね
る
と
、
従
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
と
い
う
。
以
前
か
ら
、
白
鹿
洞
書
院
を
訪
れ
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た
諸
公
が
、
た
び
た
び
重
修
の
費
用
を
支
給
し
て
修
理
を
命
じ
た
も
の
の
、
任
務
を
与
え
た
「
匪
人
」
が
、
文
廟
の
工
事
は
後
回
し
に
し
て
、

関
係
な
い
坊
を
建
て
て
諸
壁
を
塗
り
直
す
と
、
す
ぐ
に
工
事
を
完
了
し
た
と
で
た
ら
め
な
報
告
を
し
ま
し
た
、
と
。
そ
こ
で
、
陳
汝
簡
が
、
ど

う
し
て
修
復
を
文
廟
か
ら
始
め
な
い
の
だ
と
尋
ね
る
と
、
従
者
は
こ
う
説
明
し
た
と
い
う
。
文
廟
が
修
復
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
利
益
の
源
が
塞

が
れ
、
文
廟
が
壊
れ
て
い
れ
ば
、
同
じ
事
業
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
、
次
に
赴
任
し
て
来
る
の
は
修
復
を
命
じ
た
方
と
は
別
な
官
僚
で
あ
る
こ
と

が
、「
匪
人
」
ど
も
に
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
、
と
。
陳
汝
簡
は
、「
あ
あ
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
は
。
夫
子
の
宮
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
、
利
益
を
貪
る
場
に
し
よ
う
と
す
る
の
だ
。
人
の
心
を
持
つ
者
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
か
。」
と
、
嘆
く
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

要
す
る
に
、
白
鹿
洞
書
院
の
中
心
的
な
建
物
が
壊
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
見
た
地
方
官
は
慨
嘆
し
て
、
費
用
を
捻
出
し
て
修
理
を
命
ず
る
。

白
鹿
洞
書
院
の
周
辺
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
心
得
て
い
る
職
人
た
ち
が
い
て
、
工
事
全
体
で
幾
ら
か
か
る
と
請
求
し
て
お
い
て
、
壁
や
門

な
ど
些
末
な
箇
所
か
ら
修
理
に
取
り
か
か
り
、
孔
子
廟
な
ど
最
も
重
要
な
建
物
の
工
事
は
わ
ざ
と
後
回
し
に
す
る
。
そ
の
う
ち
に
、
修
繕
を
命

じ
た
地
方
官
は
別
な
土
地
に
転
任
し
て
い
な
く
な
る
。
す
る
と
ま
た
、
別
な
人
物
が
地
方
官
と
し
て
赴
任
し
て
き
て
、
白
鹿
洞
書
院
の
荒
廃
を

見
て
嘆
き
、
復
興
を
自
身
の
使
命
だ
と
決
意
し
て
資
金
を
捻
出
す
る
。
白
鹿
洞
書
院
の
重
要
な
建
物
が
壊
れ
て
い
る
間
は
、
お
金
を
儲
け
続
け

ら
れ
る
。
陳
汝
簡
が
「
匪
人
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
重
修
」
を
商
売
に
し
て
い
る
現
地
の
職
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

　

陳
汝
簡
が
、
南
康
府
学
訓
導
に
着
任
し
た
翌
年
に
白
鹿
洞
書
院
の
事
務
を
掌
る
よ
う
に
な
る
と
、
礼
聖
殿
を
詳
し
く
視
察
し
、
人
々
を
使
役

し
て
蘆あ

し

の
蓆

む
し
ろ

で
壊
れ
た
箇
所
を
塞
が
せ
覆
わ
せ
た
。
初
夏
に
な
る
と
、
饒
南
九
江
道
参
議
の
馮
謙
が
白
鹿
洞
書
院
を
訪
れ
、
礼
聖
殿
が
荒
れ

果
て
て
い
る
の
を
見
る
と
心
を
痛
め
た
。
す
ぐ
に
修
理
費
用
を
見
積
り
工
事
を
命
じ
る
と
、
礼
聖
殿
は
よ
う
や
く
立
派
に
重
修
さ
れ
た
。
馮
謙

が
行
っ
た
こ
の
事
業
は
、
聖
賢
の
居
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
加
え
、「
匪
人
」
た
ち
が
利
を
貪
る
源
を
閉
ざ
す
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。
陳

汝
簡
は
こ
の
よ
う
な
事
実
を
王
畿
に
依
頼
し
た
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
の
中
に
書
い
て
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
王
畿
は
書
い
て



−23−

く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
敢
え
て
跋
文
で
説
明
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
陳
汝
簡
は
、
跋
文
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
皆
な
龍
渓
公
の
記
で
は
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
謹
し
ん
で
そ
の
概
要
を
こ
こ
に
述
べ
て
、
将
来
重
修
の
事
業
を
行

う
者
に
〔
馮
謙
〕
翁
を
手
本
に
し
て
、
先
後
す
る
と
こ
ろ
を
知
り
、
慎
重
に
任
用
す
る
人
を
択
ば
せ
れ
ば
、
費
用
は
半
分
で
す
み
功
は
倍

に
な
る
で
あ
ろ
う
。（「
是
皆
龍
渓
公
記
未
詳
及
、
謹
述
其
概
于
此
、
俾
将
来
有
事
重
修
者
取
法
於
翁
、
知
所
先
後
、
慎
択
任
用
之
人
、
庶
費
半
而
功
亦
倍

云
。」、
二
七
八
頁
）

　
「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
の
執
筆
依
頼
を
受
け
た
際
、
王
畿
は
自
身
の
講
学
の
内
容
を
理
解
で
き
て
い
な
い
諸
生
た
ち
の
た
め
に
、
改
め
て
「
白

鹿
洞
続
講
」
の
内
容
に
言
及
し
な
が
ら
、
よ
り
強
い
言
葉
で
諸
生
た
ち
を
諭
し
た
い
と
考
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
陳
汝
簡
か
ら
す
る
と
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
よ
り
も
、
自
身
が
馮
謙
の
命
を
受
け
て
、
白
鹿
洞
書
院
の
歴
史
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
悪
弊
を
除
く
べ
く
発
揮
し
た
手

腕
に
つ
い
て
書
い
て
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
少
々
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
彼
が
、
王
畿
を
白
鹿
洞
書
院
に
連
れ
て
行
っ
た
際
に
も
、
今
回

の
重
修
で
ど
う
い
う
事
業
を
行
っ
た
か
、
全
体
の
資
金
が
幾
ら
で
ど
こ
に
幾
ら
か
か
っ
た
か
等
、
し
つ
こ
く
説
明
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
陳
汝
簡
の
苦
労
は
理
解
で
き
る
し
、
そ
れ
を
記
録
に
残
し
た
い
と
い
う
の
も
人
情
だ
が
、
ど
う
や
ら
王
畿
に
は
そ
れ
が
伝
わ
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、王
畿
か
ら
す
れ
ば
、万
感
の
思
い
を
抱
い
て
訪
れ
た
白
鹿
洞
書
院
に
お
い
て
、満
を
持
し
て
人
々
に
「
良
知
」
を
発
揮
し
て
「
義
」

を
行
う
べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
に
、
科
挙
で
の
栄
達
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
諸
生
た
ち
、
白
鹿
洞
書
院
を
食
い
物
に
す
る
匪
人
、
書
院
の

修
理
経
費
の
こ
と
を
く
だ
く
だ
し
く
述
べ
る
陳
汝
簡
、「
利
」
が
絡
む
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
お
ま
け
に
、
自
身
の
「
良
知
」
説
の
精
髄
を

語
っ
た
言
葉
を
聴
い
た
洞
主
と
諸
生
た
ち
の
態
度
は
と
い
う
と
、
発
憤
興
起
す
る
ど
こ
ろ
か
、
異
端
の
思
想
で
は
な
い
か
と
訝
る
よ
う
な
言
動

す
ら
見
せ
る
始
末
で
、
王
畿
は
す
っ
か
り
辟
易
し
て
し
ま
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
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お
わ
り
に

　

王
畿
は
星
子
県
に
逗
留
中
、
少
な
く
と
も
二
篇
の
文
章
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
先
後
関
係
も
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
白
鹿

洞
続
講
」「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
と
い
う
二
つ
の
文
章
を
比
較
し
て
読
む
こ
と
で
、
上
述
の
見
解
が
導
き
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
仮
に
、

王
畿
が
、「
白
鹿
洞
続
講
」
を
書
い
た
後
、「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
を
執
筆
す
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に
南
康
府
を
去
っ
て
い
た
ら
、
王
畿
の
講
学

を
聴
い
た
後
の
諸
生
た
ち
の
反
応
ま
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

嘉
靖
年
間
の
末
頃
の
江
西
で
あ
っ
て
も
、
陽
明
後
学
の
士
人
た
ち
が
頻
繁
に
講
学
活
動
を
行
っ
て
い
た
地
域
以
外
で
は
、
学
ぶ
者
た
ち
に
陽

明
学
の
学
説
は
浸
透
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
し
て
や
、
先
師
王
守
仁
か
ら
「
利
根
」「
上
根
」
の
人
に
接
す
る
教
法
で
あ
る

と
さ
れ
た
王
畿
の
学
説
を
直
ち
に
理
会
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、自
己
の
「
良
知
」
を
信
じ
切
り
、か
つ
、人
の
「
良

知
」
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
、
陽
明
学
の
伝
承
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
い
た
王
畿
は
、
白
鹿
洞
書
院
を
訪
れ
る
ま
で
は
、

心
の
中
で
、

〔
白
鹿
洞
書
院
で
の
講
学
の
後
〕
諸
生
た
ち
は
〔
私
の
い
る
〕
城
隅
の
別
館
に
再
び
集
ま
り
、
二
晩
を
過
ご
し
て
証
悟
す
る
と
、
超
然
と

感
動
し
て
奮
い
立
っ
た
。（
諸
生
復
集
城
隅
別
館
、
信
宿
証
悟
、
興
意
超
然
。）

と
い
う
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
南
康
府
を
後
に
す
る
は
ず
だ
と
確
信
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
王

畿
の
白
鹿
洞
書
院
訪
問
の
記
録
か
ら
は
、
当
時
の
彼
の
非
常
に
複
雑
な
心
情
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
小
論
の
主
張
で
あ

る
。

　

最
後
に
、「
白
鹿
洞
続
講
」
の
石
刻
に
は
、
羅
洪
先
の
学
説
に
言
及
し
た
「
致
知
難
易
解
」
も
一
緒
に
刻
さ
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
触
れ
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て
お
き
た
い
。「
致
知
難
易
解
」
を
石
刻
し
た
理
由
と
し
て
は
、
王
畿
の
こ
の
時
の
江
西
行
き
が
、「
白
鹿
洞
続
講
」
の
中
で
「
予
赴
吊
念
庵
羅

子
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
羅
洪
先
の
弔
問
を
主
な
目
的
に
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
最
初
は
自

身
の
「
良
知
現
成
」
説
に
同
意
し
て
い
た
羅
洪
先
が
、
最
終
的
に
は
聶
豹
の
「
良
知
帰
寂
」
説
に
賛
同
し
た
こ
と
が
残
念
で
、
さ
ら
な
る
議
論

を
交
わ
し
た
か
っ
た
の
に
、
そ
の
機
会
が
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
王
畿
の
特
別
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
但
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
福
岡
教
育
大
学
教
授
）

注（１
）
拙
論
「
王
守
仁
の
白
鹿
洞
書
院
石
刻
を
め
ぐ
っ
て

―
「
大
学
古
本
序
」
最
終
稿
の
所
在

―
」（『
陽
明
学
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
２
）
小
論
に
お
け
る
『
白
鹿
洞
書
院
志
』
の
引
用
は
、
白
鹿
洞
書
院
古
志
整
理
委
員
会
整
理
『
白
鹿
洞
書
院
古
志
五
種
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
）
本
に
拠
る
が
、

他
の
版
本
と
の
対
校
に
基
づ
い
て
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
３
）『
白
鹿
洞
書
院
新
志
』
巻
一
「
沿
革
志
第
一
」（
二
二
頁
）、
巻
六
「
重
建
白
鹿
洞
書
院
記
」（
九
一
～
九
三
頁
）。
ま
た
、
孫
家
驊
氏
ほ
か
編
『
白
鹿
洞
書
院

碑
刻
摩
崖
選
集
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
四
）
一
～
二
頁
、
李
才
棟
氏
ほ
か
編
『
白
鹿
洞
書
院
碑
記
集
』（
江
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
）
三
二

～
三
五
頁
を
参
照
。

（
４
）『
明
史
』
巻
六
十
九
「
選
挙
一
・
学
校
」
に
、「
科
挙
必
由
学
校
、
而
学
校
起
家
可
不
由
科
挙
。
学
校
有
二
、
曰
、
国
学
、
曰
、
府
、
州
、
県
学
。
府
、
州
、

県
学
諸
生
入
国
学
者
、
乃
可
得
官
、
不
入
者
不
能
得
也
。」
と
言
う
。

（
５
）「
白
鹿
洞
続
講
」
は
、
現
地
に
残
る
石
刻
、『
白
鹿
洞
書
院
志
』
本
（
石
刻
本
と
ほ
ぼ
同
じ
）、『
龍
渓
王
先
生
文
集
』
所
収
本
と
の
間
で
文
章
が
異
な
る
。

ま
た
、
題
名
も
、
白
鹿
洞
書
院
に
あ
る
「
白
鹿
洞
続
講
」
の
石
刻
の
頭
部
に
あ
る
篆
文
は
「
白
鹿
書
院
続
講
」、
本
文
の
見
出
し
は
「
白
鹿
洞
続
講
」、『
龍

渓
王
先
生
文
集
』
で
は
「
白
鹿
洞
続
講
義
」
に
な
っ
て
い
る
。「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
に
つ
い
て
は
、
石
刻
は
残
っ
て
い
な
い
が
、『
白
鹿
洞
書
院
志
』
所

収
の
文
章
と
『
龍
渓
王
先
生
文
集
』
所
収
の
も
の
と
の
間
で
字
句
の
異
同
が
若
干
あ
る
。
小
論
で
は
、「
白
鹿
洞
続
講
」
は
石
刻
本
を
底
本
に
し
た
。
石
刻
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本
は
『
白
鹿
洞
書
院
碑
刻
摩
崖
選
集
』
に
翻
刻
（
四
八
～
五
〇
頁
）
と
写
真
（
三
四
頁
）
が
あ
る
が
、
小
論
で
の
引
用
は
現
地
調
査
に
基
づ
く
知
見
が
主

で
あ
る
。
一
方
、「
重
修
白
鹿
書
院
記
」
は
、
鄭
廷
鵠
撰
『
白
鹿
洞
志
』
巻
九
「
参
議
馮
謙
重
脩
白
鹿
書
院
郎
中
王
畿
撰
記
」
を
底
本
に
し
て
い
る
。
そ
の

他
の
王
畿
の
文
章
は
、「
陽
明
後
学
文
献
叢
書
」
所
収
の
『
王
畿
集
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
主
に
参
照
し
た
。

（
６
）『
王
畿
集
』
巻
二
「
洪
都
同
心
会
約
」「
嘉
靖
乙
丑
夏
、
予
赴
吊
念
庵
君
、
復
之
安
城
、
永
豊
、
展
拝
双
江
、
東
廓
諸
公
之
墓
。
回
途
、
与
敬
吾
、
見
羅
、

汝
敬
、
恭
整
諸
同
志
会
于
洪
都
。」（
四
五
頁
）

（
７
）
嘉
靖
乙
丑
夏
、
予
赴
吊
念
菴
羅
子
、
回
舟
過
彭
蠡
。
南
康
守
滄
江
張
子
、
予
同
志
旧
交
也
。
既
邀
会
聚
寒
燠
、
乃
命
洞
主
学
博
梅
川
陳
君
、
偕
予
入
白
鹿

展
謁
先
聖
之
祠
。
歴
露
臺
、
陟
虚
亭
、
周
覧
風
泉
、
雲
壑
之
勝
。
時
霖
雨
初
霽
、
四
山
飛
瀑
、
勢
如
游
龍
、
餘
靄
浮
空
、
長
林
滴
翠
。
夜
集
諸
生
、
縦
談

玄
理
、
灝
気
滋
生
、
臥
聴
渓
流

、
沁
徹
心
脾
、
達
旦
、
泠
然
若
有
神
以
啓
之
者
。
明
発
出
洞
、
諸
生
復
集
城
隅
別
館
、
信
宿
証
悟
、
興
意
超
然
。
臨
別
、

洞
主
率
諸
生
万
鎰
、
張
文
瑞
、
呉
可
畏
、
黄
璽
等
、
請
於
予
曰
、
…
…

（
８
）
陸
九
淵
が
南
康
を
訪
問
し
た
前
後
の
状
況
と
朱
熹
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
氏
『
陸
象
山
と
王
陽
明
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
）
五
四
～
一
六

二
頁
を
参
照
。

（
９
）「
求
端
用
力
」
の
語
は
、
朱
熹
が
使
っ
た
言
葉
（『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
八
十
一
「
書
近
思
録
後
」）
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）
福
田
殖
氏
『
陸
象
山
文
集
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
二
）
一
七
四
～
一
八
〇
頁
を
参
照
。

（
11
）『
王
陽
明
全
集
』
巻
八
「
書
魏
師
孟
巻 

乙
酉
」「
心
之
良
知
是
謂
聖
。
聖
人
之
学
、惟
是
致
此
良
知
而
已
。
自
然
而
致
之
者
聖
人
也
。
勉
然
而
致
之
者
賢
人
也
。

自
蔽
自
昧
而
不
肯
致
之
者
愚
不
肖
者
也
。
愚
不
肖
者
、
雖
其
蔽
昧
之
極
、
良
知
又
未
嘗
不
存
也
。
苟
能
致
之
、
即
与
聖
人
無
異
矣
。
此
良
知
所
以
為
聖
愚

之
同
具
、
而
人
皆
可
以
為
堯
舜
者
、
以
此
也
。
是
故
致
良
知
之
外
無
学
矣
。」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
、
三
一
二
頁
）。
ち
な
み
に
、『
孔
叢
子
』

記
問
篇
に
「
心
之
精
神
是
乎
聖
。」
と
い
う
語
が
あ
り
、
陸
九
淵
の
弟
子
楊
簡
が
こ
の
語
を
金
科
玉
条
に
し
て
お
り
、
王
守
仁
の
「
心
之
良
知
謂
之
聖
」
の

語
も
こ
れ
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
荒
木
見
悟
氏
「
陳
北
渓
と
楊
慈
湖
」（『
中
国
思
想
史
の
諸
相
』、
中
国
書
店
、
一
九
八
九
）、
同
氏
「
楊
慈
湖
論
」（『
陽

明
学
と
仏
教
心
学
』、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
）
参
照
。
楊
簡
思
想
に
お
け
る
「
心
之
精
神
是
謂
聖
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
牛
尾
弘
孝
氏
「
楊
慈
湖
の
思

想

―
そ
の
心
学
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
中
国
哲
学
論
集
』
第
一
号
、
一
九
七
五
）
を
参
照
。

（
12
）
柴
田
篤
氏
「
良
知
霊
字
攷

―
王
龍
渓
を
中
心
に
し
て

―
」（『
陽
明
学
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

（
13
）「
自
訟
問
答
」
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
氏
・
小
路
口
聡
氏
ほ
か
「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注 

其
の
十
」（『
白
山
中
国
学
』
通
巻
一
八
号
、
二
〇
一

二
）
参
照
。

（
14
）「
東
遊
問
答
」
に
つ
い
て
は
、
吉
田
公
平
氏
・
小
路
口
聡
氏
ほ
か
「
王
畿
『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
訳
注 

其
の
六
」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
三
十
集
、
二
〇

一
〇
）
参
照
。
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（
15
）
詳
し
く
は
、
小
路
口
聡
氏
「
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想

―
王
畿
良
知
心
学
原
論
（
一
）

―
」（『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
一
八
、
二
〇
一
〇
）、

同
氏
「
王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想

―
王
畿
良
知
心
学
原
論
（
二
）

―
」（『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
一
九
、
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
16
）
な
お
、
こ
の
部
分
で
、『
論
語
』
為
政
篇
の
「
子
曰
、『
道
之
以
政
、
斉
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
。
道
之
以
徳
、
斉
之
以
礼
、
有
恥
且
格
。」
を
踏
ま
え
て
、「『
民

免
而
無
恥
』
者
、
苟
免
刑
罰
、
畏
之
而
已
、
未
嘗
有
所
恥
也
。『
有
恥
且
格
』
者
、
興
起
其
羞
悪
之
心
、
以
不
善
為
恥
、
無
所
畏
而
自
至
於
善
也
。」（
二
七

六
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
の
が
伏
線
と
い
う
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
章
の
後
半
の
議
論
で
は
、「
恥
」「
知
恥
」
が
主
題
と

な
っ
て
い
る
。

（
17
）『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
に
は
、
さ
ら
に
、「
人
不
可
以
無
恥
。
無
恥
之
恥
、
無
恥
矣
。」
と
も
言
う
。
陸
九
淵
は
こ
の
語
を
踏
ま
え
て
、「
人
不
可
以
無
恥
」（『
陸

九
淵
集
』
巻
三
十
二
「
拾
遺
」）
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
顧
炎
武
は
、『
日
知
録
』
巻
十
三
「
廉
恥
」
で
、『
管
子
』
牧
民
篇
「
礼
義
廉
恥
国

之
四
維
」
を
取
り
挙
げ
て
、「
然
而
四
者
之
中
、
恥
尤
為
要
。
故
夫
子
之
論
士
、
曰
、『
行
己
有
恥
。』
孟
子
曰
、『
人
不
可
以
無
恥
、
無
恥
之
恥
、
無
恥
矣
。』

又
曰
、『
恥
之
於
人
大
矣
。
為
機
変
之
巧
者
、
無
所
用
恥
焉
。』
所
以
然
者
、
人
之
不
廉
而
至
於
悖
礼
犯
義
、
其
原
皆
生
於
無
恥
也
。」
と
言
う
。「
恥
」
の

字
義
に
つ
い
て
言
え
ば
、
人
口
に
膾
炙
す
る
『
史
記
』
巻
四
十
一
「
越
王
句
踐
世
家
第
十
一
」「
女
忘
会
稽
之
恥
邪
。」
を
見
て
も
、
直
接
的
で
強
い
意
味

で
あ
る
。
簡
野
道
明
『
字
源
』
は
、「
同
訓
異
義
」「
ハ
ヅ
」
の
説
明
で
、「
恥
は
は
ぢ
、
は
づ
る
と
訓
む
、
心
に
恥
か
し
く
思
ふ
義
、
重
き
字
な
り
。」（
六

五
九
頁
）
と
言
う
。
ち
な
み
に
、『
王
陽
明
全
集
』
巻
六
「
与
黄
宗
賢 

丁
亥
」
に
、「『
中
庸
』
謂
知
恥
近
乎
勇
。
所
謂
知
恥
、
只
是
恥
其
不
能
致
得
自
已
良

知
耳
。
…
…
」（
二
四
四
～
二
四
五
頁
）
と
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
見
る
と
、
王
守
仁
は
、「
知
恥
」
と
い
う
言
い
方
で
門
人
を
教
え
正
す
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
王
畿
に
し
て
も
、「
知
恥
」
と
い
う
言
い
方
を
多
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、「
重
修
白
鹿
書
院
記
」

の
口
調
は
、
か
な
り
特
別
な
も
の
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
贅
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
王
畿
が
説
く
「
恥
」
と
は
、
他
者
の
視
線

を
気
に
す
る
外
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
己
の
内
面
か
ら
発
動
す
る
根
源
的
な
感
情
で
あ
る
。

（
18
）
鄭
廷
鵠
撰
『
白
鹿
洞
志
』
巻
九
「
重
修
白
鹿
書
院
記 

附 

陳
汝
簡
跋
」「
癸
亥
春
、
汝
簡
以
助
祭
謁
洞
。
訪
白
鹿
之
迹
、
陟
思
賢
之
臺
、
仰
見
廟
上
有
樹
、

大
於
拱
把
者
三
、
而
四
簷
爛
落
過
半
。
従
者
曰
、「
斯
廟
建
於
翟
主
、
迄
今
未
修
、
以
致
於
此
。」
曰
、「
何
哉
。
豈
時
有
所
禁
耶
。
抑
吾
輩
未
加
之
意
也
。」

曰
、「
否
。
昔
者
某
公
某
公
屡
有
興
作
、
近
如
紀
山
曹
公
発
金
二
百
七
十
為
重
修
費
。
第
以
所
任
匪
人
、
建
二
坊
、
粉
飾
諸
壁
、
即
妄
報
峻
事
矣
。」
曰
、「
奚

修
不
始
文
廟
也
。」
曰
、「
文
廟
修
則
利
源
塞
、
文
廟
圯
則
又
焉
、
知
来
者
弗
曹
公
。」
曰
、「
吁
、
有
是
哉
。
殆
幸
毀
夫
子
之
宮
、
而
為
媒
利
之
場
矣
。
有

人
心
者
為
之
乎
。」
甲
子
、
余
主
洞
事
、
諦
観
聖
座
、
役
人
久
市
蘆
蓆
覆
之
矣
。
首
夏
、
幸
承
蕃
侯
馮
翁
、
以
秋
圍
伊
邇
、
節
鉞
俯
臨
、
所
以
造
就
多
士
也
。

登
高
顧
瞻
、
廟
堂
在
目
、
為
之
惻
然
。
輒
命
該
府
、
估
計
修
理
、
并
拡
後
牆
、
捐
金
一
十
四
両
有
奇
。
整
飭
煥
然
。
僉
謂
翁
此
一
挙
、
既
得
以
奠
聖
賢
之
居
、

抑
足
以
杜
媒
利
之
源
、
益
及
神
人
、
厥
功
懋
哉
。
翁
是
行
也
、
仍
将
在
洞
書
籍
発
匠
修
整
一
千
一
百
餘
本
、
師
生
講
習
、
得
有
所
資
。
…
…
」（
二
七
七
～

二
七
八
頁
）
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【
附
記
】
本
稿
は
、
二
松
学
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
陽
明
後
学
研
究
の
現
在
」 （
二
〇
二
一
年
十

二
月
四
日
、
二
松
学
舍
大
学
九
段
校
舎
一
号
館
二
〇
一
教
室
）
に
お
い
て
、「
明
代
の
白
鹿
洞
書
院
と
陽
明
学
派
―
王
畿
の
「
白
鹿
洞
続
講
」
を
中
心
に
―
」
と

い
う
題
目
で
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
田
中
正

樹
先
生
、
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
所
長
の
牧
角
悦
子
先
生
、
司
会
を
お
務
め
く
だ
さ
っ
た
市
来
津
由
彦
先
生
、
そ
し
て
、
会
場
で
有
益
な
ご

助
言
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
、
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）：
２
０
Ｋ
０
０
０
５
５
、
基
盤
研
究
（
Ｂ
）：
２
１
Ｈ
０
０
４
７
１
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




